
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度保健体育科授業充実事業 

中学校保健体育科授業実践事例 

保健分野 

＜健康な生活と疾病の予防＞ 

令和８年３月 

群馬県教育委員会 

健康体育課 



１ 保健体育科授業充実事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校保健体育科の授業充実を図るため、教師の授業実践上の課題を明らかに

し、課題解決のための方策等を具体化することで、教師の指導力の向上に資する。 

授業充実事業とは 

 

委員の授業実践上の課題を解決するための指導の在り方について検討 

 授業充実検討委員会の開催  

教師の指導力向上 

保健体育科の授業充実 

 

授業実践や公開授業、授業研究会のまとめ資料を作成・公開 

研究成果のまとめ・発信 

 

 

 

 

 

 

○委員が所属する学校を「授業充実

協力校」として指定 

○研究の成果を県下に広めるため、

授業を公開 

 

○公開授業をもとに、授業充実のた

めの方策を研究協議 

○指導・講評 

○情報提供 



２ 実践事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考資料］ 

・中学校学習指導要領解説保健体育編【文部科学省】（平成２９年７月） 

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（中学校保健体育）  

      【国立教育政策研究所 教育課程研究センター】（令和２年３月） 

・学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編） 

                【国立教育政策研究所 教育課程研究センター】（令和元年６月） 

・はばたく群馬の指導プラン【群馬県教育委員会】  （平成２４年３月） 

・はばたく群馬の指導プラン実践の手引き 【群馬県教育委員会】 

（平成２６年３月） 

・はばたく群馬の指導プランⅡ【群馬県教育委員会】（令和元年８月） 

 

期 日 ： 令和７年１１月２５日（火） 

 会 場 ： 富岡市立北中学校 

 単 元 ： 保健分野 健康な生活と疾病の予防（オ）感染症の予防 

 学 年 ： 第３学年 

 授業者 ： 菊池 壮一郎 教諭 

 資 料 ： ①学習指導案 ②資料等 ③まとめ 

令和７年度授業協力校及び授業充実推進員 

富岡市立北中学校 菊池 壮一郎 教諭 

令 和 ７ 年 度 授 業 充 実 検 討 委 員 

白尾 亮一郎 指導主事（西部教育事務所） 

齋藤 晴紀 指導主事（富岡市教育委員会） 

小山 靖弘 指導主事（健康体育課） 



保 健 体 育 科 学 習 指 導 案 

単元名「健康な生活と疾病の予防③」〔学指要領：保健分野３学年、（１）ア（オ）（カ）、イ〕 

令和７年１１月２５日（火） 第５校時 体育館 

富岡市立北中学校 ３年Ａ組 ２５名 指導者 菊池 壮一郎 

 

 

Ⅰ 単元の構想 

１ 単元の目標及び児童（生徒）の実態 

 目 標 児童（生徒）の実態 

知識及び技能 

・感染症の予防および個人の健康を守る社
会の取り組みについて、理解することが
できるようにする。 

 
・感染症は、病原体が主な要因となって発
生すること、感染症の多くは、発生源を
なくすこと、感染経路を遮断する、主体
の抵抗力を高めることによって予防でこ
ときることについて理解することができ
るようにする。 

・健康を保持増進させるためには、「運
動」と「食事」、「休養・睡眠」の３つ
バランスが大切であることなどの既習
事項をおおむね理解できている。 

 
・健康を保持増進させる方法を理解して
いる生徒は多いが、実生活に落とし込
むことができる生徒が少ない。 

思考力、判断力、 
表現力等 

・感染症の予防および個人の健康を守る社
会の取り組みに関わる事象や情報を基に
課題を発見し、疾病等のリスクを軽減し
たり、生活の質を高めたりする視点から
解決を目指して科学的に思考・判断し
て、それらを他者に伝えたり、表したり
することができるようにする。 

 
・健康な生活と疾病の予防に関わる事象や情
報から課題を発見し、疾病等のリスクを軽
減したり、生活の質を高めたりすることな
どと関連付けて解決方法を考え、適切な方
法を選択し、それらを伝え合うことができ
るようにする。 

・自分の健康上の課題を見出すことがで
きる生徒が多いが、その解決方法を考
えたり、なぜその方法が効果的なの
か、言葉や図などの根拠を示して説明
したりできる生徒は少ない。 

学びに向かう力、 
人間性等 

・感染症の予防および個人の健康を守る社
会の取り組みについて関心をもち、主体
的に学習の進め方を工夫・調整し、自他
の健康の保持増進や回復についての学習
に粘り強く取り組むことができるように
する。 

 
・学習内容に関心をもち、教科書の資料を
活用したり、身近な情報などを収集した
りして課題について調べるなど、粘り強
く学習に取り組むことができるようにす
る。 

・自他の健康について関心が高く、自主
的に学習に取り組むことができる。 

  

 

 

 

 

 

 

授業の視点 
感染症予防の必要性を自らの生活と関連づけて考えることは、感染症の多くが「発生源をなくすこと」「感

染経路を遮断すること」「体の抵抗力を高めること」によって予防できることを理解するのに有効であったか。 



２ 単元の評価規準 

知識・技能 

①感染症は、病原体が環境を通じて主体へ感染することで起こる疾病であり、適切な対
策を講ずることにより感染のリスクを軽減することができることについて、理解した
ことを言ったり書いたりしている。 

②病原体には、細菌やウイルスなどの微生物があるが、温度、湿度などの自然環境、住
居、人口密度、交通などの社会環境、また、主体の抵抗力や栄養状態などの条件が相互
に複雑に関係する中で、病原体が身体に侵入し、感染症が発病することについて、理解
したことを言ったり書いたりしている。 

③感染症を予防するには、消毒や殺菌等により発生源をなくすこと、周囲の環境を衛生
的に保つことにより感染経路を遮断すること、栄養状態を良好にしたり、予防接種の
実施により免疫を付けたりするなど身体の抵抗力を高めることが有効であること、ま
た、感染症にかかった場合は、疾病から回復することはもちろん、周囲に感染を広げな
いためにも、できるだけ早く適切な治療を受けることが重要であることについて、理
解したことを言ったり書いたりしている。 

④エイズ及び性感染症の増加傾向と青少年の感染が社会問題になっていること、また、
それらの疾病概念や感染経路、感染のリスクを軽減する効果的な予防方法を身に付け
る必要があることについて、理解したことを言ったり書いたりしている。 

⑤健康の保持増進や疾病の予防には、健康的な生活行動など個人が行う取組とともに、
社会の取組が有効であることや地域には保健所、保健センターなどがあり、個人の取
組として各機関が持つ機能を有効に利用する必要があること、また、住民の健康診断
や健康相談などを適宜取り上げ、健康増進や疾病予防についての地域の保健活動など
があることについて、理解したことを言ったり書いたりしている。 

⑥心身の状態が不調である場合は、できるだけ早く医療機関で受診することが重要であ
ること、さらに、医薬品には、主作用と副作用があること及び、使用回数、使用時間、
使用量などの使用法があり、正しく使用する必要があることについて、理解したこと
を言ったり書いたりしている。 

思考・判断・表現 

①感染症の予防や個人の健康を守る社会の取組における事柄や情報などについて、保健
に関わる原則や概念を基に整理したり、個人生活と関連付けたりして、自他の課題を
発見している。 

②感染症の予防や健康を守る社会の取組について、習得した知識を自他の生活に適用し
たり、応用したりして、疾病等にかかるリスクを軽減し健康を保持増進する方法を選
択している。 

③感染症の予防や健康を守る社会の取組について、課題の解決方法とそれを選択した理
由などを、他者と話し合ったり、ノートなどに記述したりして、筋道を立てて伝え合
っている。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

①感染症の予防、個人の健康を守る社会の取組について、課題の解決に向けての学習に
自主的に取り組もうとしている。 

 

 

３ 教材観 

 かつて主要な死因の一つであった感染症は、医学の発展や衛生環境の改善によって、近年ではその数が減少し

てきている。しかしながら、近年ではエボラ出血熱、エイズ、新型インフルエンザといった新たに出現した感染

症や、結核やマラリアのように再び増加傾向にある感染症が問題となっている。さらに、新型コロナウイルス感

染症の世界的な流行によって、感染症への関心や対策の重要性があらためて認識されるようになった。また、性

感染症については、自覚のないまま感染を広げてしまうケースも多く、若年層への広がりが社会的な課題となっ

ている。 

本単元では、感染症が病原体によって引き起こされること、そして多くの感染症は、病原体の発生源を断ち、

感染の経路を遮断し、個人の抵抗力を高めることで予防できるという基本的な知識を身に付けさせることを目指

す。加えて、生徒一人ひとりが正しい情報をもとに行動し、自分自身の健康と命を守るためにも、感染症につい

て正しく理解し、日常生活の中で健康的な習慣を意識できるようにさせたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 指導及び評価、ICT活用の計画（別紙） 

 

Ⅱ 本時の学習（２／８） 

１ ねらい 感染症の予防方法について、これまでの生活経験を基に考え、分類する活動を通して、感染症の多くが

「発生源をなくすこと」「感染経路を遮断すること」「体の抵抗力を高めること」によって予防できることが理解で

きるようにする。 

 

２ 展 開  

主な学習活動 

予想される生徒の意識〔Ｓ〕 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時までの学習を振り返り、めあてをつかむ。 

                   （５分） 

 

 

 

 

○課題解決の必要性を実感できるよう、高校入試が

近づいていることに触れる。 

○視覚的に整理できるよう、電子黒板に生徒の意見 

を投影する。 

２ 病原体の感染リスクを減少させる方法を、個人で

分類する。             （５分） 

 

Ｓ：パーテーションを立てたり、フェイスシールドを着

用したりしていたのは、同じグループに分類できそ

うだな。 

Ｓ：予防接種はどのグループに入れたら良いだろう。 

Ｓ：ワクチンを接種したけれど、これも感染リスクを

減少させるための方法だと思う。 

○方法を分類できるように、前時までの学習内容を

見返すよう助言する。 

 

○試行錯誤しながら分類できるよう、授業支援アプ

リを使用する。 

 

 

３ 病原体の感染リスクを減少させる方法をグループ

で話し合い、分類する。      （１０分） 

 

Ｓ：３密（密閉、密集、密接）を避けることは、感染

経路に関わるグループで分類できそうだ。 

Ｓ：普段の生活リズムも大切だと思う。これはどんな

グループに分けられるかな。 

Ｓ：コロナ禍に、机や椅子を次亜塩素酸水で拭いて病

原体を消していたね。同じ分類には他に何が当て

はまるかな。 

○グループで共同編集できるよう、授業支援アプリ

を使用する。 

 

○「体の抵抗力」に着目できるよう、手洗いやうが

い、マスクをしていても感染症にかかる人はどう

したら良いのか問いかける。 

 

○分類することに困っているグループが考えやすい

ように、意見がまとまっているグループの考えを

紹介する。 

４ 全体で意見を共有し、感染症の多くが「発生源を

なくすこと」、「感染経路を遮断すること」、「体の

抵抗力を高めること」によって予防できることを

確認する。            （１５分） 

 

Ｓ：「感染経路をなくす」や「病原体をなくす」という

意見がグループ内で出たよ。 

Ｓ：「ワクチン接種」は、体の抵抗力を高めるグループ

に分類したよ。 

○視覚的に理解できるよう、生徒から出された意見

を整理しながらホワイトボードにまとめる。 

 

○視点に偏りが出ないよう、具体例が不足している

場合には例を示し、それがどのグループに分類さ

れるかを生徒に問いかける。 

＜めあて＞ 
病原体の感染のリスクを減少させる方法は、どのように分類できるか。 



授業支援アプリ（オクリンクプラス）の画面共有 

 

 

 

 

 

３ 板書計画 

○ホワイトボード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○電子黒板 

 

５ 学習内容をまとめる。        （３分） 

 

 

 

 

 

６ 学習内容の振り返りをする。    （１２分） 

・グループ内で各自の振り返りを発表する。 

・全体で共有する。 

 

 

○学んだ内容を実生活に活用できるよう、本時の学

びを「受験に向けてどう活かすか」という視点で

振り返るよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○さまざまな対策をとったとしても、感染症にかか

ってしまうことに触れ、「回復を早めるため」や

「感染の拡大防止」のために、速やかに適切な治

療を受けることが大切だということを、教科書を

読んで全体で確認する。 

＜振り返り＞ 

Ｓ：感染症予防の３つの観点を意識することで、健康な体作りを目指し、万全な状態で受験に臨みたい。 

Ｓ：手洗いうがいを徹底し、感染経路を遮断していきたい。 

◆評価項目（知③） 

学習カードの記述内容及び発言から「感染症の多

くは、発生源をなくすこと、感染経路を遮断するこ

と、体の抵抗力を高めることによって予防できるこ

とを、言ったり書いたりしているか」を評価する。 

＜まとめ＞ 

感染症のリスクを減少させる方法は、「発生源をなくすこと」「感染経路を遮断すること」「体の抵抗力を
高めること」の３つに分類できる。 

発生源 系 アルコール消毒 熱湯消毒 加熱 

感染経路 系 マスクの着用 手洗い・うがい 

抵抗力 系 ワクチン接種 調和のとれた生活 

その他 気合 



単元計画（評価規準、指導と評価の計画）　保健体育科　第３学年　「健康な生活と疾病の予防③」（全８時間）

知

思

態

態

単元の課題　　　　健康で充実した生活を送るために、感染症を予防し、自分の生活をどのように見直せば良いだろうか。

①

①

⑥ ⑥ ⑤

①感染症の予防、個人の健康を守る社会の取組について、課題の解決に向けての学習に自主的に取り組もうとしている。

②感染症の予防や健康を守る社会の取組について、習得した知識を自他の生活に適用したり、応用したりして、疾病等にかかるリスクを軽減し健康を保持増進する方法を選択している。

①感染症は、病原体が環境を通じて主体へ感染することで起こる疾病であり、適切な対策を講ずることにより感染のリスクを軽減することができることについて、理解したことを言ったり書いたりしている。

②病原体には、細菌やウイルスなどの微生物があるが、温度、湿度などの自然環境、住居、人口密度、交通などの社会環境、また、主体の抵抗力や栄養状態などの条件が相互に複雑に関係する中で、病原体が身体に侵入し、感染症が発病することについて、理解したことを言ったり書いたりしている。

④エイズ及び性感染症の増加傾向と青少年の感染が社会問題になっていること、また、それらの疾病概念や感染経路、感染のリスクを軽減する効果的な予防方法を身に付ける必要があることについて、理解したことを言ったり書いたりしている。

③感染症を予防するには、消毒や殺菌等により発生源をなくすこと、周囲の環境を衛生的に保つことにより感染経路を遮断すること、栄養状態を良好にしたり、予防接種の実施により免疫を付けたりするなど身体の抵抗力を高めることが有効であること、また、感染症にかかった場合は、疾病から回復することはも
ちろん、周囲に感染を広げないためにも、できるだけ早く適切な治療を受けることが重要であることについて、理解したことを言ったり書いたりしている。

⑥心身の状態が不調である場合は、できるだけ早く医療機関で受診することが重要であること、さらに、医薬品には、主作用と副作用があること及び、使用回数、使用時間、使用量などの使用法があり、正しく使用する必要があることについて、理解したことを言ったり書いたりしている。

⑤健康の保持増進や疾病の予防には、健康的な生活行動など個人が行う取組とともに、社会の取組が有効であることや地域には保健所、保健センターなどがあり、個人の取組として各機関が持つ機能を有効に利用する必要があること、また、住民の健康診断や健康相談などを適宜取り上げ、健康増進や疾病予防
についての地域の保健活動などがあることについて、理解したことを言ったり書いたりしている。

①感染症の予防や個人の健康を守る社会の取組における事柄や情報などについて、保健に関わる原則や概念を基に整理したり、個人生活と関連付けたりして、自他の課題を発見している。

③感染症の予防や健康を守る社会の取組について、課題の解決方法とそれを選択した理由などを、他者と話し合ったり、ノートなどに記述したりして、筋道を立てて伝え合っている。

③

5 6 7 8

　医薬品を効果的に使用するために
は、医師や薬剤師の指示に従い、注意
書きや説明書をきちんと読んで正しく
使用することが必要であることを理解
できるようにする。

　健康の保持増進、疾病やけがからの
回復には、地域の保健センターや保健
所などの保健機関や医療機関を利用
することが有効であることを理解でき
るようにする。

　健康の保持増進や疾病の予防のた
めには、健康的な生活行動など個人
の取り組みとともに、健康診断や健康
相談、予防接種など社会のさまざまな
取り組みによって解決が図られてい
ることを理解できるようにする。

　生涯にわたって健康的な生活を送る
ためには、個人が主体的に努力し、社
会全体でそれを支援することが重要
であることを理解できるようにする。

1.飲み薬に関する問いに〇 × で答
え、自身の知識の誤解や曖昧さを確認
する。
2.資料を基に、医薬品の形状、使用量
や飲み方などについて調べ、その理由
について話し合い、整理する。
3.医薬品の正しい利用の仕方や、お薬
手帳の役割について考え、整理する。
4.風邪薬の使用上の注意についてそ
の理由を考え発表し合う。
5.学習したことを整理し、ノートなど
にまとめる。

1.自分の生活を振り返り、 けがや病
気のときの対処の仕方について話し
合う。
2. これまでの経験や資料を基に、医
療機関の役割の違いや利用の仕方に
ついて調べ、整理する。
3. これまでの経験や資料を基に、保
健機関の役割の違いや利用の仕方に
ついて調べ、整理する。
4.長期に同じかかりつけ医を利用す
る利点について考え、発表し合う。
5.学習したことを整理し、ノートなど
にまとめる。

1. 大人が健康診断を受ける機会や場
所について話し合う。
2. 生活習慣病の予防に健康診断が有
効な理由について考え、整理する。
3. 人々の健康を守るために社会が
行っているさまざまな保健活動につ
いて調べ、説明する。
4. インフルエンザの予防のための個
人、周囲の人 、社会の取り組みについ
て考え発表し合う。
5.学習したことを整理し、ノートなど
にまとめる。

1.健康を保持増進するために、自分の
行っていることについて発表し合う。
2.健康づくりのための主体的な取り
組みの必要性について話し合う。
3.ヘルスプロモーションの考え方につ
いて調べ、説明する。
4. 選択した健康課題の解決に対する
自己の取り組みを考え、発表し合う。

医薬品を効果的に使用するためには、
どのようなことに気をつけなければな
らないだろうか。

健康を保持増進したり、疾病やけがか
ら回復したりするためには、保健機関
や医療機関をどのように利用したら
よいだろうか。

健康を保持増進したり、病気を予防し
たりするために、私たちの社会では、
どのような保健活動が行われている
だろうか。

私たちがこれからも健康な生活を送
るためには、どのようなことが必要だ
ろうか。

4

　性感染症の予防には、性的接触を避
ける、コンドームを使用するなど感染
のリスクを軽減する方法を身につける
ことが必要であることを理解できるよ
うにする。

　エイズの予防には、性的接触を避け
る、コンドームを使用する、感染者や
他人の血液などには触れないなど
HIV 感染のリスクを軽減する方法を
身につけることが必要であることを理
解できるようにする。

エイズは、どのような疾病で、また、予
防するにはどのようにしたらよいのだ
ろうか。

3

②

1.コロナ禍の経験を振り返り、病原体
の感染リスクを減少させる方法を個
人で分類する。
2.グループで話し合い、３つのグルー
プに分類する。
3.全体で感染症が「発生源をなくすこ
と、感染経路を遮断すること、体の抵
抗力を高めること」によって予防でき
ることを確認する。
4.学習したことを振り返る。

病原体の感染のリスクを軽減させる
方法は、どのように分類できるか。

1.知っている性感染症の名称をチェッ
クし、性感染症について話し合う。
2.資料を基に、性感染症の種類と症
状、感染者数などについて調べ、整理
する。
3.性感染症の予防対策について調
べ、整理する。
4.表を記入しながら、 ほかの感染症
と比較した性感染症の特徴を整理し、
説明する。
5.学習したことを整理し、ノートなど
にまとめる。

性感染症を予防するには、どうすれば
よいのだろうか。

感染症の予防および個人の健康を守る社会の取り組みについて、理解することができるようにする。

感染症の予防および個人の健康を守る社会の取り組みに関わる事象や情報を基に課題を発見し、疾病等のリスクを軽減したり、生活の質を高めたりする視点から解決を目指して科学的に思考・判断して、それらを他者に伝えたり、表したりすることができるよう
にする。

感染症の予防および個人の健康を守る社会の取り組みについて関心をもち、主体的に学習の進め方を工夫・調整し、自他の健康の保持増進や回復についての学習に粘り強く取り組むことができるようにする。

追及する
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1 2（本時）

　感染症の多くは、発生源をなくすこ
と、感染経路を遮断すること、体の抵
抗力を高めることによって予防できる
ことを理解できるようにする。

まとめる

④ ④

1.エイズという言葉を見たり、聞いた
りした場所や機会について話し合う。
2.エイズの病原体や感染経路につい
て調べ、整理する。
3.資料を基に、エイズの特徴について
調べ、整理する。
4.HIV感染の予防対策について整理
し、説明する。
5.学習したことを整理し、ノートなど
にまとめる。

①、② ③
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知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

1.生活を振り返り、インフルエンザが
広がりやすい施設やその理由につい
て話し合う。
2.資料を基に、さまざまな感染症の病
原体の種類と感染経路について調べ、
説明する。
3.資料を読み取って、感染症が広がる
条件について考え、説明する。
4.学習したことを整理し、ノートなど
にまとめる。
5.コロナ禍で、生活がどのように変
わったか思いだし、学習支援アプリに
意見を提出する。

感染症の原因となる病原体は、どのよ
うに私たちの体侵入し、ほかの人へ
移っていくのだろうか。
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元

の

目

標

学習過程
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動

・
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本

時

の

め

あ

て

　感染症は、病原体が主な要因となっ
て発生し、感染や発病には人の条件だ
けでなく、自然環境や社会環境も関
わっていることを理解できるようにす
る。

【ICTの活用】

・意見を分類する際の試行錯誤（授業支援アプリ：オクリンクプラス）

・生徒の意見の共有（授業支援アプリ：オクリンクプラス）

・ふりかえりの提出（Googleスプレッドシート）
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１ 授業づくりにあたって【授業構想】  

 保 健 領 域 （ 健 康 な 生 活 と 疾 病 の 予 防 ③ ） の 授 業 を 構 想 す る に あ た り 、 生 徒 が 感 染 症 の 予 防 に

つ い て 、 自 分 事 と し て 捉 え 、 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む こ と が で き る 授 業 づ く り を 目 指 し 、 次 の ２

項目 を重点 と した 。  

 

 

 

（1 ）につ い て  

保 健の 授 業で は 、 教 科 書 の 内 容 を 教 え 込む と い っ た 生 徒 受 け 身の 学 習に な ら な い よ う 、 日

頃 か ら 心 が け て 実 践 を 行 っ て い る 。 本 時 の 学 習 内 容 で あ る 感 染 症 予 防 に つ い て も 、 「 注 意 喚

起」 や 「 予防 行動 の 確 認」 等の 知 識の 伝 達に 留ま っ て しま う と 、 本来 必要 であ る 実 生活 での 実

践 を 伴 わ な い 学 習 に な っ て し ま う 。 そ こ で 本 時 で は 、 受 験 期 を 迎 え る 中 学 ３ 年 生 が 、 感 染 症

対 策 を 自 分 事 と し て 捉 え 、 考 え 、 実 生 活 で の 実 践 に つ な げ ら れ る よ う に す る こ と を ね ら い と し

た 。 具 体 的 な 工 夫 と し て 、 授 業 の 導 入 に お い て 、 群 馬 県 に お け る イ ン フ ル エ ン ザ の 感 染 状 況

や 、 そ の 他 の 感 染 症 の 発 生 状 況 を 具 体 的 な 資 料 と し て 提 示 し 、 県 の 現 状 を 把 握 で き る よ う に

し た 。 中 学 ３ 年 生 に と っ て は 、 受 験 は 、 目 の 前 に 迫 っ た 重 要 な 出 来 事 で あ り 、 体 調 管 理 や 感

染 症 予 防 は 進 路 に も 大 き く 関 わ る 切 実 な 課 題 で あ る 。 身 近 な デ ー タ を 基 に 現 状 を 理 解 す る こ

と で 、 感 染 症 を 「 今 、 自 分 た ち の 生 活 の 中 で 起 き て い る 問 題 」 と し て 捉 え 、 受 験 期 の 生 活 と 結

び付 け て考 えら れるよ う に した 。  

 

 （２ ）につい て  

エ ー ジ ェ ン シ ー を 発 揮 し た 姿 が 現 れ る よ う 、 自 己 決 定 、 対 話 交 流 、 試 行 錯 誤 の 場 面 を 設 定

した 。  

ま ず 、 感 染 症 の 予 防 方 法 に つ い て 考 え る 場 面 を 設 定 し 、 予 防 方 法 に つ い て 全 員 が 自 分 の

考え を も ち 、 自 分 事と し て 捉 え られ よ うに し た 。 その 手立 て と し て 、 コ ロ ナ 禍の 経 験 を想 起 する

よ う に 促 し た 。 当 時 は 多 様 な 感 染 症 対 策 が 講 じ ら れ 、 生 徒 一 人 一 人 が そ れ ぞ れ の 体 験 や 記

憶をも っ てい ると 考え ら れるためであ る 。 生 徒か ら出 された 予防 方法 は 、 IC T 機器で 集約 し 、

授業内 で共有 、 活用 で きるよ うに した 。  

次に 、ク ラ スで 集 約 した 全 ての 予 防方 法に つい て 、 生徒 一人 一人 が 自 分の 考 えに 基づ いて

分類す る活動 を 行っ た 。 その 際も 、 予防 方法 を 記載 した カー ド を 、 IC T 機器上 で動 か しなが ら

分 類 で き る よ う に し た 。 ま た 、 教 科 書 を 参 照 す れ ば 容 易 に 分 類 の 正 解 を 確 認 す る こ と が で き る

が、 あ え て生 徒に は 、 教 科書 を 見 な いよ う に 伝 え 、 生徒 自 身で 判断 し なが ら 分 類 し 、 試行 錯 誤

し なが ら自 分の 考えが もてる こ と を重視 し た 。  

そ し て 、 グ ル ー プ を 編 成 し 、 そ れ ぞ れ の 考 え を 共 有 し 分 類 す る 活 動 を 行 っ た 。 こ の 活 動 の

際 に は 、 IC T 機 器 を 活 用 し 、 互 い が 行 っ た 分 類 の 考 え を 共 有 し て 見 え る 化 を 図 り 、 対 話 交 流

が よ り し や す い 環 境 設 定 を 行 っ た 。 分 類 の 視 点 や 考 え 方 は 生 徒 に よ っ て 異 な る た め 、 互 い の

考 え を 共 有 し た 上 で 、 意 見 を 出 し 合 い 対 話 交 流 を し な が ら 多 様 な 考 え 方 に 触 れ 、 折 り 合 い を

付 け て 合 意 形 成 を 図 る こ と を 目 的 と し た 。 グ ル ー プ で の 話 合 い で は 、 意 見 を 一 度 で ま と め る こ

と を 目 的 と す る の で は な く 、 話 合 い を 重 ね な が ら 考 え を 見 直 し 、 修 正 し 、 再 構 成 し て い く 過 程

そ の も の に 価 値 を 置 い た 。 生 徒 が 、 他 者 の 意 見 に 触 れ る こ と で 、 確 信 が も て な か っ た 自 分 の

考 え を 揺 さ ぶ ら れ た り 、 新 た な 視 点 に 気 付 い た り し な が ら 、 よ り 妥 当 な 分 類 に つ い て 考 え 、 試

行錯誤 する こと を ねら い とし た 。  

 最 後 に 、 学 ん だ こ と を 実 生 活 に 活 用 で き る よ う に 、 振 り 返 り の 場 面 で は 、 「 受 験 に 向 け て ど う

活かす か 」と いう 視点 で 振り 返 り を書く 時間 を設 定し 、 実践 意識が 高 ま るよ うに した 。  

 

（１ ）本時の 学習 を自 分 事と し て捉 え られる よう にした 導入の 工 夫  

（２ ）自己 決定 、 対話 交 流 、 試行 錯誤の 場面の 設定 と IC T 機 器の 活 用  



２ 授業研究会より（○：良かった点  ●：課題及び改善点）  

（１）生徒の様子  

○教科 書を 見ずに 生徒 全員 が 考 え ていた 。  

○人の 話 を聞 くと きは タ ブレ ット をい じ ら ない な どの 規 律が 守 られ てい る。  

○試行 錯誤の 場面で 、 よく 話 し 合いがで きて い た。  

○自分の 分類 やその 根 拠を 示 して 伝え 合い 、 学んで いた 。  

 

（２）教師の生徒への関わり  

○聞き 取 りやす く 明 確 な指 示が 出 せて いた 。  

○生徒の 発表 を最 後ま で聞 けて いた 。  

○グル ープだ け でな く 、 個人への 関わ りがあ っ た。  

●授業 導入 部分の 会 話 内容 は 、本時に つ なが る 対話に なる とよ か った 。  

 

（３）発問・板書の工夫、指導の工夫  

○ニュ ースの 記事 を取 り上 げる こ とで 、生 徒が 一目で 分か った 。  

○「 受験 」を 通 し ての 必 要感が 感 じ られた 。  

○話 し合 う 目的が 明 確 だった 。  

○最後 、 教科 書にも ど っ て 、内 容を し っ か りお さえ て い た 。  

○生徒の 意見に 対 する 教師か らの 問い 返しが あった 。  

○ IC T 機 器の 活用が 効 果的だ った 。  

●分類の 方向 性（ 視点 ） を 教師 側が 提 示し て あ げると よ かっ たので は な いか 。  

●生徒が 分類 する情 報 量を 減 らし 、 シ ンプ ルに した 方が 良 かっ た 。  

 

（４）授業全体、振り返り・まとめ、指導と評価  

○分類が ずれ ていた グ ルー プもあ ったが 、 話合 いの 中で修 正でき て い た。  

○生徒 か ら出 な か った 予防法に つい て 、教 師 が 補足でき て いた 。  

○実生 活に 落 とし 込 ん だ 振り 返 り をし て いた 。  

●本時の ね らいに 迫 っ た 生徒の 振 り 返 り を全 体共有 できる とよ い 。  

●も う一度ま とめ 直す こ とによ っ て 、 学 習の 確認 を した 方が 良か った 。  

 

３ 生徒の変容  

【知識及び技能】  

・感 染症の 予 防には 、 「 発生源 を なく す こと 」「 感染経 路を 遮断 する こ と」 「 体の 抵抗力 を 高め る

こと 」の ３ つの 原則が あ るこ と が 理解 できる よ う にな った 。  

・手 洗い 、マ スク 、換 気 、予 防接 種 などの 具体 的な 対策が 、 上記の ３ 原則の どれに 該当 する か

理由 を考 えなが ら 、 正 し く分類で きる よ うにな っ た。  

・予 防だけ で なく 、万が 一発症 した 場合も 、 回 復や感 染拡 大防止の た めに「 早 期に 適 切 な治

療を 受 ける こと 」が 重 要 であると いう 知識 を身に 付け られ た 。  

【思考力・判断力・表現力等】  

・コ ロナ 禍での 経験 やこ れまでの 生活 体験 （ パ ーテ ー ション 、 体温 測定 な ど） を振 り 返 り 、そ れ

ら を３つの 予防 原則 と い う枠 組み を使 っ て分 析 ・ 分類 す る思考 力が 育 っ た。  

・受 験（ 高校入 試 ） を 控 えた自 分自身の 状況 を 踏まえ 、 「万 全な 状態 で 臨むために 、 自分に

は今 どの 対 策が 不 足し てい るか 」 を判断 し 、 優 先すべ き行動 を 選択で きるよ うに な った 。  

・グ ルー プワー ク におい て 、判 断に 迷 う対 策に つい て 、根拠 を 示 しな がら他 者と 意見 を交 換

し 、納 得解 を導 き出 す 表現力が 養われた 。  



【学びに向かう力、人間性等】  

・「 受験に 向け て 健康 な 体を つくる 」と い う具体 的な 目標 と結び 付 ける こと で 、手洗 いや 生活リ

ズムの 改善 な ど 、自 らの 健康保 持増 進に 対 し て 主体的に 取 り組も う とす る 態度が 形成 され

た。  

・授 業支援 ア プリ （オクリ ンクプ ラ ス ） を 活用 した 意見共 有や 分類活 動 を 通し て 、 友人の 考えに

関心 をも ち 、互いの 知 識を 出 し合 っ て課題 を 解決 しよ う とする 姿勢が 見られ るよ うに な った 。  

・感 染症対 策が 自 分の ためだけ で なく 、 周 囲へ の 感染拡 大を 防ぐ とい う 社会的 な 意味もも つ こ

とに 気づ き 、粘 り強 く 対 策を 続 けよ う とする 意識 が 高ま った 。  

 

４ 授業後の生徒の感想等（生徒から提出された本時の「振り返り」より）  

学校生 活や 塾な どで 人 と会 う機 会を 減 らす こと ができな いか ら 、 感染 経 路 の 遮断に 力を 入

れたいと思 った 。 教室 で は換 気を 常に し て 、も し 菌が 体につ いたと し ても 手洗い や うがいで

体の 中に 入 るのを 防い だり 、免 疫力 を高 めるた めの ヤク ル トを 飲 んだり する など 自分で でき

るこ とを し たいと 思 った 。  

感染症の 予防 をす るた めには 、 発 生源 を なく す ・ 感 染経路 を 遮断す る・ 体の 抵抗 力を 高め

るな どの ３ つに 分類 され るとわ かっ た 。  

受験期に 感染 症の 予防 をす るために は 、手の 消毒や 手洗い ・ うがい 、 外出自 粛 、規 則正 し

い生活 な どの 取 組を 行 い、 体の 免 疫力 を高 め てい きたい 。  

感染症 は３ つに 分類 で きるこ と を知 ったので 、 一つず つその 感染 対策 をす るこ とで 、 バラ ン

スよ く感染 対策が できる のでは ない かと 思っ た 。 なので 、 これ か らは 受験 に 向け て 対策 を考

えて 行 って いきた いと 思 いまし た 。最近 は 、 部活 がなく な っ て体 力が 落 ち ている ため 、体の

抵抗力 を高 める 対策 を 強く し ていきた いと 思い ました 。 ワクチ ンは 重症 化し な いよ うに するた

めなので 安心 し ない よ う に 対策 を して いきた いと 思いま した 。  

受験生 と し て 、感染 症 を 予防す るために 消毒 な ど をし て 発生 源を な くす こと はも ち ろん 大切

だけ ど 、感染 経路 を 断 った り体の 免疫 力を 高 めた りする こ とを 大切に したい と 思 った 。まだ

予防接 種を し て ないの で、 予防 接種 し て感 染 経路 に 気 をつ け て いき たい 。  

今回の 学 習でい ろい ろ な対 策がある とわ かっ た 。自 分 は受験に 向 け て ま ず抵抗 力 を高め る

対策 を したい と 思 った 。 具体的に は睡 眠時 間 を し っか り と 確 保する こ と や 、 運動 、 食事 を怠

ら ない な ど 、す ぐ行え る こと をま ずや りた いと 思 った 。  

これ からの 生活 や受 験 で、 一日の 生活で こま めに 手を 洗 う 、抵 抗力 を 高める な どの 対策 を

し ていき たい 。また これ か らも 気 温が 低く な り 、 イン フ ルや コロナ が 流 行ると 思 うか ら 、 人との

関わ り方 をも う一 度考 え て生 活 し ていきた い 。あ と 生物 や菌が 増殖 しや すい 食 べ物 は 、避 け

たい 。  

感染症の リ スク を 減少 さ せるために は 、発 生源 を なくす 、 感染 経路 を断 つ、 体の 抵 抗力 を高

める ことが 大 切だ と わか った 。  

これ から 受験があ るの で、 この３ つ を しっ か り 押さ え て感 染 しな いよ う にし ていき たい 。  

また、 バ ラン スが 大 切だ と思 った 。  

発生源 を なく すために 手の 消毒 を し て感 染経 路 を 遮断す るために 、 手洗い 、 うがい 、 換気 、

マスク 、 人に 近寄 り すぎ ない よ うに し て 、体の 抵 抗力 を高め るために 十 分な 睡眠 やワクチ ン

接種 をすれ ば 、感染 症 になる リ スク を減 ら せる ことが わか った 。 常に 意 識する こと も 大 切だ

け ど 、特に 受 験の 前 日 は しっ か り気 を つ けたい 。あ と 、感 染し な いため には 絶 対にか か ら な

いとい う気 持 ちも大 事だ と思 った 。  

 

 

 

 

 



５ 成果と課題  

（１）成果  

授業構想（１）について  

・高 校 受験 とい う 具体 的 な 課題 と関 連付 け た こと で 、生 徒 は健 康管 理 を 「自 分 事」 と し て 捉え る

ことが できた 。  

・ 身 近 な ニ ュ ー ス や 地 域の 実 態 を 取 り 入 れた 導 入に よ り 、 学 習 へ の 意 欲が 高ま り 、 教 科 書 を 頼

るこ と なく 、自 身の 経 験 か ら感染 症の 予 防法に つい て考 える ことがで き た。  

授業構想（２）について  

・最 初か ら 答 えを 教 える のでは な く 、生 徒自 身 に 「３ 原則 」への 分類 を 考える 場 面を 設定 し た こ

とで 、納 得感 を伴 った 理 解や 、自 分の 言 葉での 説明につ なが った 。  

・ 個 人 の 考 え を 授 業 支 援 ア プ リ （ オ ク リ ン ク プ ラ ス ） で 即 座 に 共 有 ・ 可 視 化 し た こ と で 、 多 様 な

視点に 触れ なが ら意 見 交換 や 合意 形成 をする ことが できた 。  

・他の 班の 意見 をい つ でも 見 られる よ うに した こと で 、多様 な 視点に 触 れるこ とができ た 。  

・ 分 類 が ず れ て い た グ ル ー プ が あ っ た が 、 対 話 交 流 や 試 行 錯 誤 す る こ と を 通 し て 生 徒 自 身 が

修正でき た 。  

・ 自 分 の 分 類 や そ の 根 拠 を 示 し て 対 話 交 流 を し た こ と で 、 感 染 症 の 予 防 に 関 す る 学 び が 深 ま

った。  

 

（２）課題  

授業構想（１）について  

・ 導 入 時 の 情 報 量 が 多 か っ た り 、 情 報 整 理 に 時 間 が か か っ た り し た た め 、 情 報 の 取 捨 選 択 や

提示方 法の 工 夫が 必要 であった 。  

授業構想（２）について  

・自 分の 考 えを う まく 整 理・ 表出 で き ない 生 徒 が 自己決 定 を行 える よ う にするための 支援 と し て 、

あら か じ め 思 考の 手が か りと な る 分類の 観点 や方 向性 を 示す 方法 に つい ても 準 備 し てお く 必

要があっ た 。  

・ 「 分 類 す る こ と 」 自 体 が 目 的 化 し て し ま い 、 予 防 に ど う つ な げ る か を 深 く 考 え さ せ る 視 点 が 不

足し て いた 。  

・ 生 徒 が 試 行 錯 誤 し て 答 え を 導 き 出 し た こ と は 良 か っ た が 、 考 え が 固 定 化 し て し ま っ た 。 意 見

があ る 程 度 ま とま っ た タ イ ミ ング で 、 「 病 原 体 や 感 染経 路 と い っ た 、 以 前 学 んだ 言 葉で 説 明で

き な い か ？ 」  と い っ た 既 習 の キ ー ワ ー ド を 活 用 さ せ る よ う な 「 揺 さ ぶ る 問 い か け 」 が あ れ ば 、

思考 を さらに 深め られた 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 授業の様子  

（１）前時までの学習を振り返り、群馬県内の感染症発生状況を確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）病原体の感染リスクを減少させる方法を、個人で分類する。  

 

 

 

 

 

 

 

（３）病原体の感染リスクを減少させる方法をグループで話し合い、分類する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）全体で意見を共有し、３観点にまとめる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）学習内容をまとめ、振り返る。  

 


